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運行実績 第２四半期報告まとまる

第２四半期では、「セダン型」運行（運転者の自家用車を使用

する運行）の利用件数の割合は35.4％でした。

山本様のご冥福を
お祈り申し上げます

お知らせ

新たに、当協会の移送援助活動（ハンディキ

ャブ活動）に参加を希望される方は、この「運

転者講習」の修了資格が必要です。受講費用の

助成制度を利用できます。下記の連絡先までお

電話ください。

国土交通省認定

福祉有償運送セダン等運転者講習の

ご案内（主催者団体の募集広告より抜粋）

＜日時＞

11 月19日（土）及び20日（日）

10 時～16 時30 分

＜場所＞

福祉クラブ生協「Dayひよし」

横浜市港北区日吉５－24－33

（東横線日吉駅よりバス10分）

連絡先：ハンディキャブ委員 井上

042－715－0989

国認定運転者講習

仲間

永年ハンディキャブ号の運転者として活動されて来られた

山本仁
ひとし

様が去る９月７日にご逝去（享年73）されました。

３年前に本紙へ寄せられたご投稿文を紹介します。誠実そ

のもののお人柄が滲み出ています。

ハンディキャブ号を運転して      山本 仁

初めての利用者さんに乗車してもらう時は、事前に住所と

行き先の場所を地図上で確認している。わかりにくい複雑な

道順の時は、自分の車で走ることもある。

約束した時間に利用して頂く為に、私は毎回自分なりにポ

イント場所の発着時刻と距離をメモしている。

そのためどの利用者さんでも、どの送迎区間でも時間とル

ートがすぐに予想出来るし、当日何かあっても対処出来る。

ただ道順を利用者さんから教えてもらうことは多々ある。

“安全と時間を厳しく、を基本に気楽で楽しいボランティ

ア活動する気持ちを持て”と、活動を始めた時に先輩より教

えられたことを思い出す。

ボランティア養成講座ＨＣコース

ボランティア養成講座ＨＣコース第２日目は、９月 24

日（土）に 11 号車駐車場で行われました。進行役の加藤

修ハンディキャブ委員長と講師の児玉英明
ひであき

さん・小川進さ

んの懇切丁寧な指導の基に、受講生の皆さんは熱心に 10

号車と11号車の操作実習に取り組みました。

お勧めの待機場所

相模原公園周辺

運行ノウハウ

児玉英明

私の運行は、目的地として北里大学病院が比

較的多いです。予定された待機時間が１時間半

以内の場合は大体、相模原公園の近くにある総

合体育館の駐車場（無料）に停めておき、隣接

する市民健康文化センターの１階ホールでの読

書や、相模原公園や麻溝公園で散歩をしていま

す。四季折々の風景の中でのウォーキングは気

持ちがいいです。予め利用者さんには携帯番号

を伝えてありますので、ゆっくりと過ごせます。
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